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●口径2.4mの望遠鏡 (Hubble Space Telescope と同じ口径）
●広視野 近赤外
● JWST に続く NASAの戦略ミッション
● ２０２３－２０２５年以降の打ち上げを目指している
http://wfirst.gsfc.nasa.gov/
http://wfirst.gsfc.nasa.gov/science/sdt_public/

SDT中間報告
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DRM1
1.3m

DRM2  1.1m  
Cost‐down

NRO
2.4m

2012
NASA
に供与

WFIRST 計画の検討の経緯

US Astro2010 Decadal survey
“JDEM” の衛星案に基づく

DRM=Design Reference Model

●米国 Decadal Survey で宇宙論、系外惑星（マイクロレンズ）、サーベイの複合計画
●WFIRST‐SDT による検討 (DRM1 / DRM2)
●2012 NASA がNROから2.4m 望遠鏡を供与される。
●WFIRST‐AFTA として2.4m 版を検討
●系外惑星直接観測コロナグラフ装置を加えた案を検討

JWST につづく戦略ミッション



WFIRST‐2.4m (AFTA) の現状について

これまでのWFIRST Design Reference Mission モデルとの比較
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WFIRST‐AFTA観測計画概要

宇宙論サーベイ(~2.5年)
=  High Latitude Survey (HLS)

2000平方度、撮像(YJH)＋分光 (R~800)
Y<26.7,  J<26.9,  H<26.7,  F184W<26.2 

＋ Supernova Survey 
5, 9, 27平方度 (DMW)
撮像モニタリング＋IFU分光 (R~100)
（最終的な深さ）H<28.9 (deep)

重力レンズ、クラスタリング、Ia超新星
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＋

系外惑星マイクロレンズ(~1年)
銀河中心方向、軌道半径大きい地球型

系外惑星コロナグラフ観測(~1年)
可視、コントラスト 10‐9,  IWA 0.2”

Guest Observer 観測（25%,1.5年）



JAXA/ISAS 計画検討参加の経緯

2013年7月 JAXA‐NASA bilateral 会議
常田所長がWFIRST Science Definition Team に
JAXA representative 1名の参加を招請される

2014年１月～山田が参加

（１） WFIRST 計画の推進に貢献すること
（２） 国内の宇宙・地上天文学および関連分野の関係者と

WFIRSTとのリエゾンの役割を果たすこと
（３） 将来の国際的フラッグシップミッションWFIRSTに

日本・ISAS のプレゼンスを確保すること、特に、
日本からの機器供給の可能性について検討をすすめること
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日本におけるアクション

WFIRST連絡会 山田（東北大）または住（大阪大）

2‐3 か月に１回
SDT活動とのリエゾン
宇宙論・銀河形成進化・位置天文学・
マイクロレンズ系外惑星・コロナグラフ、他

WFIRSTコロナグラフ装置開発協力
JAXA/ISAS理学委員会WACO‐WG
小規模ミッション枠（国際協力）

米国の研究者と装置開発協力の議論をすすめる
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WFIRST‐AFTA 概要
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WFIRST‐AFTA 観測装置の概要
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WFIRST‐AFTA  ペイロード
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WFIRST‐AFTA  ペイロード
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Wide‐Field Imager フィルタ基本案

望遠鏡を ~250K に冷却できれば、 2‐2.4μm の “K” バンドが可能
ただし、製作、コスト、スケジュールリスクで異論もある。



WFIRST‐2.4m DRM の基本性能と基本サーベイ計画

HLS: High Latitude Survey

点源
5σ

7σ
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WFIRST‐AFTA Survey Sensitivity

2000deg2

15000deg2

4μm

WISH
100deg2
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WISH 1.5m 0.156 arcsec 850 arcmin2 1.0-5.0 μm
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WFIRST 観測視野案（これまで）

# このままでは すばるもTMTも見えない！！

2014/11/17‐20
WFIRST Workshop @ Pasadena
AFTA で観測計画を議論する機会か



2014/6/8 22

WFIRST vs Euclid
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WFIRST‐AFTA による宇宙論
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WFIRST‐AFTA による宇宙論
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宇宙論 WFIRST‐AFTA vs Euclid
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近傍銀河を星に
分解して観測する
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WFIRST による系外惑星研究
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WFIRSTマイクロレンズ系外惑星研究

WFIRST

Kepler
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WFIRSTコロナグラフ装置
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WFIRSTコロナグラフ装置
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WFIRSTコロナグラフ装置
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日本におけるアクション

WFIRST連絡会
2‐3 か月に１回
SDT活動とのリエゾン
宇宙論・銀河形成進化・位置天文学・
マイクロレンズ系外惑星・コロナグラフ、他

WFIRSTコロナグラフ装置開発協力
JAXA/ISAS理学委員会WACO‐WG
小規模ミッション枠（国際協力）

米国の研究者と装置開発協力の議論をすすめる



Hubble
0.1‐1.8μm

Spitzer IRAC 3‐10μm
（特に3.6 & 4.5μm バンド）

Akari IRC NIR 2‐5μm



Euclid
0.4‐1.8μm

可視広視野撮像分光＋近赤外測光
精密宇宙論（暗黒エネルギー）

WFIRST
0.6‐2μm (option ‐2.4μm)

WISH
1‐5μm

広視野
0.2” 程度のサイズの
天体の測光サーベイ
スピードは WISH が
JWST の２倍


